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【結果】唾液 HBD-2 および LL-37 濃度は、運動直後、回復期において有意に増加した。一方、免疫
グロブリン Aは、運動後、有意に減少した。唾液コルチゾールにおいては、運動直後に有意に増加し
た。AMP の発現と一過性の運動ストレスに対する影響については、AUCLL-37 と AUC コルチゾール




















時間後・終了 2 時間後に唾液採取を行い,HBD-2,LL-37,唾液コルチゾール濃度を ELISA 法により測定
した,その結果,高強度運動に伴い,HBD-2およびLL-37濃度は,運動直後,回復期において有意に増加し
た.唾液コルチゾールにおいても,運動直後に有意に増加した,運動に伴う抗菌性ペプチドの総分泌量
とコルチゾール(ストレスホルモン)の増加量との関連については ,HBD-2 とコルチゾール
(r=-0.882p<0.001),LL-37 とコルチゾール(r=-0.903p<0.001)との間に有意な負の相関が認められた.
従って,高強度運動により,唾液中の抗菌性ペプチド(HBD-2, LL-37)が有意に増加することが明らかと
なり,さらに,ストレスホルモンであるコルチゾールの分泌が運動による抗菌性ペプチドの増加量を
抑制することが示された. 
本研究結果から,運動経験の少ない者がストレスとなる高強度・長時間の運動を行う場合や,アスリ
ートでも高強度運動を繰り返す条件では,運動終了直後から早期に気道感染症の予防に努める必要性
が示された. 
本研究は一般健常者に対して,高強度運動を実施させ,ストレス度合いと唾液の抗菌性ペプチドを
介した局所免疫能の関連を示した論文である.即ち,高強度・長時間の運動ストレスに伴い,一時的に
局所免疫能は高まるが,抗菌性ペプチドの増加は運動ストレスの程度により抑制されたことから,運
動後の気道感染の予防の必要性を示唆した論文で,運動の局所免疫学に寄与する.よって,本研究者は
博士(医学)の学位を授与されるに値するものと認められた. 
